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アコマ人工呼吸器 ART-I000 

ART-1000の大きな特徴は、①フロ ー トリガ一方式

であること、②FluctuatingPEEP (F -PEEP)を備え

ていることである。

フロートリガ一方式であることの利点は、自発呼

吸時の患者の吸気抵抗を最小限に抑えることであ

る。 実際に使用してみると、自発呼吸の開始から

ベンチレーターの吸気の開始までのタイムラグによ

る呼吸困難感はほとんど無いようである。 フロ ー

センサーはYピースの先端にとりつけられており、蛇

管の影響を受けにくいように設計されている。 ま

た、これにより、患者の一回換気量、分時換気量の

正確な測定を可能にしている。 更に、フローをモ

ニターすることにより CPAPレベルを常に一定に保つ

ことができるので、安定したCPAPが可能となる。

万が一、フローセンサーが故障したときのために

背面パネルで圧トリガーに変更できるようになって

いる。 しかし、圧トリガーでは、第2の特徴である

F-PEEPがIDV(SIMV)、CPAPモードではうまくイ乍動

しない可能性があるため、是非、フロートリガーで

ご使用いただくことをお勧めする。

F-PEEPは近年話題になっている新しいPEEPで、

図1のよ うに呼気終末圧を一定の周期(通常6-10分)、

一定の圧差問で変動させるものである。 従来の

PEEPではかえってPau2を低下させる可能性のある

不均ーな肺障害(無気肺、片側性肺水腫など)において

特に効果を発慢し、優れた肺酸素化能の改善をもた

らす(文献1-5参照)0F-PEEPはART-1000の持ってい

る四つの換気モード(1.ボリュームリミテッド

CMV、2.プレッシャ ーリミテッドCMV、3.IDV 

(SIMV)、4.CPAP)のいずれのモードでも使用可能

である。 このF-PEEPはオプションではあるが、本

体価格と比べかなりの低価格で装着可能であり、是

非、備えておきたい装置である。

これらの特徴の他、モータードライブ方式である

ため、コンプレ ッシ ョンエアーの配管の無い一般病

室でもイ吏用可能である。 ネブライザーは、患者の
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吸気ガスの一部を使用しているため換気量に影響を与

えない。 コントロールパネルはデジタル表示であり

設定し易い。……等の特徴を持つ。

以上、 ART-1000はコンパクトで多機能でありなが

ら、低価格を実現させたベンチレーターであり、重症

な呼吸不全から、ウィ ーニ ングに至るまで幅広く使用

できるものと思われる。
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アコマART-1000は、フロートリガ一
方式をはじめリザーパーバッグ経由

の回路内定常〉荒やプレッシャーサポ

ート機能 (IDVモード)を備えた、頼

り甲斐のあるペンチレーターです。

これらの機能を併用することにより、

ウィーニングにおいて患者は自発呼

吸の際にもタイムラグ、呼吸抵抗あ
るいはファイテインク.などσコストレ
スから解放され、ひいては早期回復

の助長につながります。 承認番号0380933
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